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京都看護大学１期生（2018 年 3 月卒業） 卒業前調査結果 

Q１ 次に示す 6つの能力についての到達度 

 

 

Q2 授業への参加の仕方 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.科学的思考力

2.探求力・生涯学習能力

3.人間理解

4.ケアリング・コミュニケーション

5.職業倫理・人権擁護

6.適切な看護実践

到達できた どちらかというと到達できた

どちらともいえない どちらかというと到達できなかった

到達できなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1課題はただ提出すればいいという気分で仕上げることが

多かった

2.レポートは満足がいくように仕上げた

3.課せられた課題を少しでも良いものに仕上げようと努力

した

4.課題には最小限の努力しかおこなわなかった

5.単位さえもらえればよいという気持ちで授業に出ていた

6.課題は納得いくまで取り組んだ

7.授業には意欲的に取り組んだ

8.授業はただぼうっと聞いていた

9.プレゼンテーションの際、何を質問されても大丈夫なよ

うに十分に調べた

あてはまらない ややあてはまる どちらともいえない ややあてはまる あてはまる 無回答
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Q3 参加型の授業や演習への参加度 

 

Q4 自己の成長に最も影響を与えた正課内活動 

 

Q5 学生生活は充実していましたか。 

 

まったく参加してこなかった

少し参加してきた

まあまあ参加してきた

よく参加してきた

講義型授業

演習型授業

実習

課題探求

なし

その他

充実していなかった

あまり充実していなかった

どちらともいえない

まあまあ充実していた

充実していた
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Q6 大学生活の過ごし方について肯定的か否定的か 

 

 

Q6-１ 肯定的と答えた人の理由 

 

肯定的

否定的

無回答

0 20 40 60 80

1.勉強頑張った

2.ゼミが充実

3.資格や語学の勉強

4.留学

5.クラブ

6.友人

7.アルバイト

8.社会活動

9.趣味

10.社会人に必要なことを学んだ

11.目的意識を持って頑張った

12.将来のことを考えていた

13.第一志望の大学

14.何事にも積極的に取り組んだ

15.様々な人や価値観にふれた

16.一人暮らし

17.将来したい仕事に出会った

18.異性とつきあった

19.その他

（人）
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Q6-2 否定的と答えた人の理由 

 

 

Q7 大学１～2年生のとき、将来の見通しを持っていたか 

 

 

0 5 10 15

1.勉強しなかった

2.与えられることだけやった

3.資格・語学をもっとすべきだった

4.クラブに積極的に参加すべきだった

5.友人に恵まれず

6.アルバイトしすぎ

7.アルバイトせず

8.社会活動に参加すればよかった

9.趣味打ち込みすぎ

10.目的意識なし

11.将来考えず

12.大学受験失敗しやる気を失った

13.遊びすぎた

14.遊ばなかった

15.だらだら

16.もっといろいろな価値観に触れない…

17.異性とつきあいがなかった

18.その他

（人）

持っていた

持っていなかった

無回答
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Q7-１ 将来の見通しの実現に向けて何をすべきかわかっていた。また、それを実行

していたか。 

 

 

何をすべきかわかってて実行していた

何をすべきかわかっていたが実行してい

なかった
何をすべきかわからなかった

無回答


